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２
年
ぶ
り
と
な
る
部
落
解
放
・
人
権
政

策
確
立
要
求
二
〇
一
四
年
度
第
一
次
中
央

集
会
に
は
、
鳥
取
県
か
ら
は
、
竹
内
江
府

町
長
を
は
じ
め
智
頭
町
、
琴
浦
町
の
副
町

長
な
ど
二
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。  

集
会
で
は
、
開
会
あ
い
さ
つ
で
組
坂
繁

之
副
会
長
、
大
谷
暢
顯
会
長
か
ら
戸
籍
謄

本
等
不
正
取
得
で
の
身
元
調
査
事
件
、
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
差
別
情
報
の
氾
濫
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
な
ど

が
台
頭
し
人
権
救
済
制
度
の
確
立
は
急
務

な
課
題
で
あ
る
。
力
を
合
わ
せ
、
ひ
る
ま

ず
、
恐
れ
ず
、
着
実
に
頑
張
ろ
う
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 西

島
藤
彦
事
務
局
長
の
基
調
提
案
で
は
、

へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
差
別
街
宣
は
野
放
し

状
態
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
１
部

の
差
別
横
断
幕
問
題
や
徳
島
県
内
を
中
心         

と
す
る
遍
路
道
で
の
差
別
貼
り
紙
な
ど
も

発
生
し
て
い
る
。
身
元
調
査
事
件
や
土
地

の
問
い
合
わ
せ
事
件
で
は
個
人
情
報
が
売

買
さ
れ
、
被
差
別
部
落
を
忌
避
す
る
社
会

意
識
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
水
平
社

博
物
館
や
朝
鮮
学
校
へ
の
差
別
街
宣
は
判

決
で
何
れ
も
差
別
だ
と
明
確
に
さ
れ
た
が
、

現
行
法
で
は
差
別
そ
の
も
の
を
訴
え
る
こ と

は
で
き
ず
、
名
誉
棄
損
や
損
害
賠
償
で 対

応
す
る
し
か
な
い
現
状
が
あ
る
。
ネ
ッ ト

上
の
部
落
地
名
総
鑑
や
差
別
情
報
に
も                       

有
効
な
対
応
策
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
実

態
を
ふ
ま
え
人
権
の
法
制
度
確
立
の
第
一

歩
と
し
て
、
人
権
侵
害
救
済
制
度
の
確
立

を
め
ざ
す
強
固
な
体
制
を
再
構
築
さ
せ
る

た
め
、
地
元
選
出
国
会
議
員
や
自
治
体
議

員
に
も
差
別
の
現
状
と
課
題
、政
治
責
任
、

政
府
責
任
、
国
際
的
責
務
を
し
っ
か
り
訴 え

よ
う
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 集

会
終
了
後
、
打
ち
合
わ
せ
後
、
鳥
取

県
と
秋
田
県
選
出
十
一
人
の
衆
参
国
会
議

員
へ
の
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 
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落
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催
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部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥
取

県
実
行
委
員
会
の
二
〇
一
四
年
度
第
三
十

回
総
会
・
学
習
会
が
五
月
二
十
八
日
（
水
）

午
後
一
時
四
十
分
か
ら
県
立
倉
吉
未
来
中

心
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か

ら
行
政
関
係
者
、
運
動
団
体
関
係
者
、
県

民
な
ど
約
二
五
〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。 総

会
で
は
、
鳥
取
県
実
行
委
員
会
が
二 

〇
一
一
年
に
取
り
組
み
一
五
〇
〇
〇
人
を 

集
約
し
た
人
権
侵
害
救
済
法
を
求
め
る
署

名
活
動
、
そ
の
後
、
２
度
に
わ
た
る
鳥
取

県
実
行
委
員
会
独
自
の
法
務
省
に
対
す
る

要
請
行
動
な
ど
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の 

    

経
過
の
確
認
と
昨
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
報
告
が
あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
も
な
お
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
同
和
地
区
の
地
図
な
ど
確

信
的
差
別
行
為
が
発
生
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
差
別
禁
止
法
と
人
権
侵
害
救
済

法
制
定
に
向
け
、
差
別
事
件
の
現
状
と
課

題
を
広
く
県
民
に
訴
え
る
た
め
の
啓
発
活

動
の
強
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
新
年
度
事

業
計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
、
今
後
も
継 

            

    

続
し
た
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
会
長
に
は
、
石
田
耕
太
郎
倉

吉
市
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
戸
籍
謄
本
等
の
不
正
取
得
問
題

に
か
か
わ
っ
て
、
鳥
取
県
内
で
は
二
〇
一

一
年
に
合
計
二
十
三
件
、
二
〇
一
二
年
に

は
合
計
十
二
件
の
不
正
取
得
が
判
明
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
県
内
の
市
町
村
で
「
事

前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」
が
導
入
さ
れ 

（
３
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 

            

鳥
取
県
実
行
委
員
会
の
新
し
い
役
員
は
、

次
の
と
お
り 

会 
長 
石
田
耕
太
郎
（
倉
吉
市
長
） 副

会
長 
松
本 
昭
夫
（
北
栄
町
長
） 副

会
長 
中
田 
幸
雄
（
解
放
同
盟
県
連
委
員
長
） 副

会
長 
永
江
多
輝
夫（
南
部
町
教
育
長
） 副

会
長 
五
十
嵐
美
知
義
（
連
合
鳥
取
会
長
） 常

任
委
員 
深
澤 
義
彦
（
鳥
取
市
長
）  

〃  
野
坂 
康
夫
（
米
子
市
長
）  

〃  
中
村 
勝
治
（
境
港
市
長
） 〃  

山
下 
一
郎
（
琴
浦
町
長
） 〃  

景
山 
享
弘
（
日
野
町
長
） 〃  

福
井
伸
一
郎
（
倉
吉
市
教
育
長
） 〃  

北
尾 
慶
治
（
米
子
市
教
育
長
） 〃  

木
下 
法
広
（
鳥
取
市
教
育
長
） 〃  

高
木 
政
寛
（
若
桜
町
教
育
長
） 〃  

岩
垣 
博
士
（
北
栄
町
教
育
長
） 〃  

石
上 
良
夫
（
解
放
同
盟
県
連
副
委
員
長
） 〃  

由
田  
隆
（
解
放
同
盟
県
連
副
委
員
長
） 監

査
委
員 
吉
田 
英
人
（
八
頭
町
長
） 監

査
委
員 
村
上 
成
人
（
解
放
同
盟
県
連
会
計
） 任

期
は
、
二
〇
一
六
年
の
総
会
ま
で     
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（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
） 

昨
年
に
は
、
京
都
、
埼
玉
、
香
川
、
山
口
、 

大
分
に
続
き
全
国
で
は
六
番
目
と
な
る
県

内
す
べ
て
の
市
町
村
で
本
人
通
知
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
部
町
で
は

本
年
三
月
に
、
第
三
者
請
求
の
あ
っ
た
も

の
の
中
で
、
不
正
な
目
的
で
利
用
さ
れ
て

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
町
か
ら

本
人
に
告
知
す
る
「
被
害
告
知
制
度
」
を

県
内
で
初
め
て
導
入
し
、
個
人
の
権
利
侵

害
を
防
ぐ
制
度
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

            

学
習
会
で
は
、
組
坂
繁
之
中
央
実
行
委

員
会
副
会
長
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
執
行

委
員
長
）
を
招
き
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
部
落
地
名
総
鑑
等
の
課
題
等
、
確
信
的

差
別
行
為
が
続
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

国
際
的
な
潮
流
と
し
て
、
人
権
救
済
機
関

の
あ
る
国
は
一
〇
四
カ
国
、
そ
の
内
、
パ

リ
原
則
に
基
づ
く
独
立
性
の
あ
る
救
済
機

関
を
持
つ
国
は
六
十
九
カ
国
、
ア
ジ
ア
で

救
済
機
関
の
な
い
国
は
、中
国
、北
朝
鮮
、

日
本
だ
け
で
あ
る
。
国
際
的
に
は
日
本
は 

              

人
権
赤
字
国
、
一
日
も
早
く
救
済
機
関
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
法
制
定

を
め
ぐ
る
国
会
情
勢
等
を
分
析
し
な
が
ら
、

理
解
を
示
す
良
心
的
な
国
会
議
員
は
与
野

党
に
お
り
議
員
立
法
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

人
権
侵
害
救
済
法
は
同
和
対
策
審
議
会

「
答
申
」が「
差
別
に
対
す
る
法
的
規
制
、

差
別
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
必
要
な
立
法

措
置
を
講
じ
、
司
法
的
に
救
済
す
る
道
を

拡
大
す
る
こ
と
」
と
指
摘
し
て
か
ら
四
十

九
年
、
人
権
擁
護
推
進
審
議
会
「
答
申
」

が
人
権
侵
害
救
済
制
度
の
確
立
を
指
摘
し
、

自
民
党
小
泉
内
閣
が
人
権
擁
護
法
案
を
国

会
に
提
出
し
て
か
ら
十
二
年
、
一
昨
年
民

主
党
野
田
内
閣
に
よ
る
人
権
委
員
会
設
置

法
案
を
閣
議
決
定
し
な
が
ら
廃
案
と
な
っ

て
い
る
。 

憲
法
草
案
に
部
落
問
題
を
い
れ
る
た
め

努
力
し
た
先
人
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
必
ず

人
権
侵
害
救
済
法
を
制
定
さ
せ
よ
う
。
各

都
府
県
実
行
委
員
会
に
よ
る
地
元
選
出
国

会
議
員
へ
、
法
の
必
要
性
な
ど
丁
寧
な
要

請
行
動
を
地
道
に
継
続
し
、
超
党
派
に
よ

る
議
員
立
法
を
視
野
に
入
れ
必
ず
法
制
定

を
実
現
す
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

ろ
う
と
い
う
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

  
総
会 

 

期
日 
五
月
二
十
八
日
（
水
） 

役
員
会 
総
会
・
学
習
会
に
合
わ
せ
て
開

催
す
る 

役
員
会
実
務
者
会
議 役

員
が
所
属
す
る
担
当
課
に
よ
る
協
議  

中
央
要
請
行
動
に
つ
い
て 第

１
次
中
央
行
動
五
月
二
十
二
日（
木
）

憲
政
記
念
館
及
び
衆
参
国
会
議
員
会
館 第

２
次
中
央
行
動
（
十
月
頃
の
予
定
）

又
は
、
中
央
情
勢
等
を
勘
案
し
県
実
行

委
員
会
独
自
の
要
請
行
動
を
検
討
（
十

月
頃
）  

学
習
会
・
啓
発
活
動
に
つ
い
て
（
予
定
） 一

回
目 
期
日 
二
〇
一
四
年
十
月
頃 二

回
目 
期
日 
二
〇
一
五
年
一
月
頃

会 
場 
倉
吉
市
内  

実
行
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行 ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
啓
発
活
動  

倉
吉
市
の
Ｈ
Ｐ
で
人
権
・
男
女
共
同
参

画
の
「
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求

鳥
取
県
実
行
委
員
会
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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二
〇
一
四
年
一
月
三
十
一
日
（
金
）、
午

後
か
ら
鳥
取
県
実
行
委
員
会
の
二
〇
一
三

年
度
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、

今
世
間
を
大
き
く
揺
る
が
し
て
い
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
・
差
別
扇
動
）

の
問
題
を
二
〇
一
三
年
に
続
い
て
取
り
あ

げ
ま
し
た
。 

二
〇
〇
九
年
に

「
在
日
特
権
を
許
さ

な
い
市
民
の
会
」（
在

特
会
）
が
京
都
朝
鮮

第
１
初
級
学
校
の
前

で
３
回
に
わ
た
り
差

別
街
宣
を
行
い
、
昨

年
一
〇
月
損
害
賠
償

を
求
め
る
裁
判
の
判

決
が
あ
り
ま
し
た
。 こ

の
問
題
に
つ
い
て 当

時
子
ど
も
が
朝
鮮 学

校
に
通
っ
て
い
た
保
護
者
で
あ
り
、
龍

谷
大
学
法
科
大
学
院
教
授
で
裁
判
の
支
援

者
で
あ
る
金 
尚
均
（
キ
ム 
サ
ン
ギ
ュ

ン
）
教
授
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
金
教
授
は
、
こ
の
事
件
の
裁
判
で

は
、
国
連
の
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
根
拠

に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
違
法
性
が
認
め
ら

れ
、
在
特
会
は
、
一
二
二
六
万
円
の
慰
謝

料
を
支
払
う
と
と
も
に
学
校
か
ら
半
径
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
で
の
街
宣
活
動
を
禁

止
す
る
と
い
う
画
期
的
な
判
決
が
出
さ
れ

た
。
水
平
社
博
物
館
に
対
す
る
差
別
街
宣

も
違
法
性
が
認
め
ら
れ
、
在
特
会
は
損
害

賠
償
を
支
払
え
と
い
う
判
決
が
出
さ
れ
て

い
る
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
、
人
種
、

皮
膚
の
色
、
国
籍
、
民
族
な
ど
あ
る
属
性

を
有
す
る
集
団
に
対
し
て
貶
め
た
り
、
暴

力
や
差
別
的
行
為
を
扇
動
し
た
り
す
る
侮

辱
的
表
現
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。 し

か
し
、
何
れ
の
裁
判
も
訴
え
た
側
が

学
校
、
博
物
館
と
い
う
特
定
の
個
人
が
被

害
者
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に 

           

よ
っ
て
名
誉
棄
損
が
成
立
し
て
お 

り
、
街
宣
行
為
が
不
特
定
多
数
に 

向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
差
別 

を
禁
止
す
る
法
律
が
な
い
現
状
で 

は
、
責
任
を
問
う
こ
と
は
で
き
な 

い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
表
現
の
自 

由
の
範
疇
に
は
な
く
、
社
会
的
平 

等
を
危
険
に
さ
ら
す
社
会
侵
害
的 

行
為
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為 

に
歯
止
め
を
か
け
、
被
害
者
を
救 

済
す
る
た
め
の
「
差
別
禁
止
法
」 

や
「
人
権
侵
害
救
済
法
」
な
ど
人 

権
を
保
障
す
る
制
度
の
確
立
が
求 

め
ら
れ
て
い
る
と
訴
え
た
。 

           

                          
 


